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本
書
は
P
・
ブ
ジ
ッ
ク
レ
が
ベ
ル
ン
大
学
へ
の
転
任
に
際
し
て
、
そ
れ
ま

で
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
大
学
で
の
ド
イ
ツ
中
近
世
の
社
会
構
造
に
関
す

る
奇
話
を
集
約
す
る
た
め
に
行
な
っ
た
講
義
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
既
に
農
民
戦
争
の
研
究
に
関
し
て
日
本
で
も
歯
周
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
畏
村
構
造
史
、
農
民
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

史
、
シ
ュ
テ
ソ
デ
制
研
究
に
擁
し
い
地
平
を
拓
い
て
き
た
。
そ
の
基
本
的
動

機
は
、
擬
風
を
も
積
極
的
な
国
家
形
成
的
モ
メ
ン
ト
と
し
て
把
握
す
る
、
新

し
い
政
治
構
造
史
の
構
築
に
あ
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
集
約
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
＝
二
〇
〇
1
八
○
○
年
の
ド
イ
ツ
史
を
右
記
の
観
点
か

ら
再
検
討
し
、
薪
た
な
ド
イ
ツ
史
像
の
形
成
に
む
け
て
の
問
題
提
起
を
な
す

こ
と
を
臼
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
は
実
証
的
研
究
書
で
は
な

い
が
、
そ
れ
だ
け
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
ド
イ
ツ
史
の
構
想
が
明
確
に
示
さ
れ
、
刺

激
的
か
つ
挑
発
的
で
す
ら
あ
る
。
以
下
、
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

序
章
　
「
段
瞑
し
と
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
ー
テ
ー
マ
の
概
念
的
限
定

「
臣
民
」
d
簿
①
詳
巴
窪
の
語
は
、
一
八
世
紀
以
来
今
日
ま
で
、
隷
属
性
、

責
任
園
避
、
服
従
、
卑
屈
と
い
っ
た
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

本
格
的
な
歴
史
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
本
書
で
扱
う
「
臣
民
」

と
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
負
う
以
前
の
隣
代
の
そ
れ
で
あ
る
。
＝
ハ
世

紀
初
ま
で
「
阪
民
」
と
一
般
人
Ω
①
B
①
営
窪
諸
ρ
暮
は
、
市
民
と
農
民
を

意
味
す
る
同
義
語
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
両
語
の
適
用
は
農
民
に
限
定
さ

れ
て
い
っ
た
。
他
方
、
一
八
世
紀
の
法
学
者
～
・
J
・
モ
ー
ザ
ー
が
、
ド
イ

ツ
の
臣
民
と
は
帝
国
で
な
く
、
帝
国
直
属
の
ヘ
ル
に
服
す
人
々
で
あ
る
と
述

べ
る
よ
う
に
「
臣
民
」
と
対
概
念
を
な
す
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
（
支
配
権
力
）

の
実
態
は
、
中
世
後
期
以
降
の
帝
国
で
は
何
よ
り
も
領
邦
権
力
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
領
邦
権
力
と
「
臣
民
」
　
（
主
と
し
て
農
民
）
の
関

係
を
、
そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
を
主
要
課
題
と
す
る
の

で
あ
る
。
　
（
以
下
、
評
者
が
「
臣
民
」
と
記
す
の
は
q
導
Φ
罫
窪
魯
の
こ
と

で
あ
り
、
又
「
　
」
の
意
味
は
結
語
で
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
）

　
領
邦
国
家
に
お
け
る
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
と
「
臣
民
」
の
、
一
三
〇
〇
1

八
○
○
年
に
亘
る
対
抗
は
、
　
「
臣
民
」
の
積
極
的
意
味
に
お
け
る
政
治
団
体

と
し
て
の
統
合
、
即
ち
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
e
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
領
邦
レ

ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
⇔
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
と
い
う
形
で
展
開
し
た
。
ま
た
否
定

的
な
統
合
の
形
を
と
っ
た
も
の
が
㊨
叛
乱
因
①
〈
o
欝
Φ
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

な
三
つ
の
「
政
治
的
」
形
態
の
設
定
に
よ
り
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
ド
イ
ツ
「
臣

民
」
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
政
治
史
叙
述
を
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
し

よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
一
章
　
国
家
的
機
能
を
具
え
た
団
体
と
し
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ

　
中
欧
で
は
＝
二
〇
〇
1
八
○
○
年
の
問
、
公
的
諸
機
能
を
担
う
ゲ
マ
イ
ン

デ
が
普
遍
的
に
み
ら
れ
た
。
村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
成
立
は
、
生
産
性
の
向
上
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評灘
蹴

の
み
な
ら
ず
、
農
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に
よ
る
社
会
的
、
政

治
的
批
判
能
力
の
形
成
、
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ソ
の
解
体
に
と
も
な
う
、
他
律

的
で
非
自
由
な
被
支
配
二
軍
馨
震
・
。
器
ω
象
か
ら
自
律
的
に
労
働
す
る
農
民

b
づ
p
質
①
旨
へ
の
成
長
、
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
に
か
わ
っ
て
命
令
権
、
法
制
定
権
、

裁
判
権
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
、
制
度
化
さ
れ
た
自
治
団
体
へ
の
発
展
、
等

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
K
・
S
・
バ
ー
ダ
ー
の
村

落
研
究
に
依
拠
し
、
中
世
後
期
の
村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
形
成
を
、
法
と
平
和
の

維
持
に
お
い
て
國
家
的
機
能
を
膚
す
団
体
へ
の
農
民
の
統
合
と
考
え
る
。

　
し
か
し
か
か
る
国
家
的
機
能
も
、
一
五
・
六
世
紀
以
降
の
ラ
ソ
デ
ス
ホ
…

ハ
イ
ト
の
形
成
過
程
で
次
第
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
経
過
は
、
地
域
の
政

治
構
造
に
応
じ
て
多
様
で
あ
る
。
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
プ
ル
ク
で
は
、
一
四
世
紀
の

う
ち
に
殆
ど
全
て
の
村
落
に
対
す
る
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
を
我
物
と
し
た
騎

士
領
所
有
者
た
る
貴
族
の
下
で
、
村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
は
公
的
・
政
治
的
性
格

を
喪
失
し
、
単
な
る
経
済
団
体
へ
と
下
降
し
た
。
　
一
四
－
一
八
世
紀
に
帝

国
東
部
で
一
般
化
し
た
こ
の
現
象
を
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の

「
禁
治
産
化
」
国
算
已
言
＆
α
q
§
σ
q
と
呼
ぶ
。
他
方
、
西
部
、
西
南
部
で
は
、

村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
は
一
八
世
紀
ま
で
、
都
市
と
同
様
な
自
治
権
を
維
持
し
得

た
。
こ
の
相
違
は
、
自
律
的
な
村
落
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
封
建
的
貴
族
支
配
の
相

互
排
他
性
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
東
部
の
貴
族
が
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
穀
物
市
場
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
危
機
を
克
服
し
、
村
落

自
治
を
圧
倒
し
つ
つ
ダ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、

西
部
の
在
地
貴
族
は
農
業
危
機
の
申
で
権
力
基
盤
を
弱
体
化
さ
せ
、
都
市
の

優
越
が
顕
著
と
な
っ
た
。
従
っ
て
西
部
の
領
邦
で
は
都
議
経
済
が
重
要
な
財

源
を
提
供
し
、
香
呑
議
会
内
で
市
民
代
馬
は
主
要
勢
力
を
な
し
た
。
即
ち
貴

族
支
配
の
弱
体
化
の
故
に
国
家
と
都
市
の
原
理
が
共
生
し
、
村
落
を
も
含
め

て
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
未
整
備
な
国
家
の
地
方
行
政
（
ア
ム
ト
制
度
）
を
代
行

し
た
の
で
あ
る
。

　
都
市
を
も
視
野
に
お
さ
め
た
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
こ
こ
で
、
マ
ウ
ラ
ー
、
ベ
ロ
ウ
、

パ
ー
ダ
ー
の
研
究
の
流
れ
に
依
り
つ
つ
、
都
市
、
と
り
わ
け
小
都
市
と
村
落

の
外
見
的
、
内
部
構
造
的
、
法
制
的
類
似
性
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
両
者
を

ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
し
て
一
括
す
る
。
そ
し
て
一
般
人
○
。
ヨ
Φ
冒
霞
鼠
p
津
の

「
政
治
的
組
織
形
態
」
と
し
て
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
封
建
制
の
原
理
的
対
立
を
、

一
五
世
紀
初
の
ザ
ソ
ク
ト
・
ガ
レ
ソ
修
道
院
領
で
生
じ
た
ア
ペ
ソ
ツ
ェ
ル
の

農
民
蜂
起
、
及
び
織
布
を
も
含
め
た
そ
の
発
展
形
態
で
あ
る
湖
畔
同
麗
と
、

後
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ソ
同
盟
の
先
駆
た
る
諸
侯
・
貴
族
同
盟
「
聖
ゲ
オ
ル
ク

の
盾
」
団
の
対
抗
過
程
の
中
に
例
証
し
よ
う
と
す
る
。
O
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
は

ゲ
マ
イ
ン
デ
と
封
建
支
配
を
、
宥
和
的
、
相
互
補
完
的
な
関
係
に
お
い
て
捉

え
た
が
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
右
記
の
如
き
そ
の
運
動
過
程
の
中
に
、
両
原
理
の

相
互
排
斥
性
を
見
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
両
原
理
の
内
容
は
後
段
で
も
ふ
れ

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
へ
ー
ル
シ
ル
ト
制
に
示
さ
れ
る
如
き

封
建
的
原
理
の
不
平
等
性
と
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
け
る
完
全
資
格
成
員
の
平

等
性
の
み
が
あ
げ
ら
れ
る
。
完
全
資
格
成
員
と
は
家
父
国
ρ
臣
く
千
差
で
あ

り
、
従
っ
て
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
は
「
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
集
落
単
位
の
枠
内
に

て
国
家
的
機
能
を
担
う
家
父
の
、
社
団
的
、
共
同
体
的
団
体
犀
。
壱
。
轟
試
f

σq

ｳ
嵩
。
ω
器
コ
ω
o
げ
鉱
岳
。
げ
①
戴
く
霞
げ
㊤
口
α
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
貫
徹
の
例
と
し
て
ま
ず
、
帝
国
都
市
の
自
立
化
過
程
が

モ
デ
ル
的
に
述
べ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
都
市
と
並
行
し
た
農
村
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の

自
治
的
発
展
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
他
に
、
南
ド
イ
ツ

の
グ
ラ
ウ
ブ
ユ
ン
デ
ン
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
、
そ
し
て
少
し
事
情
は
異
な
る
が
、

北
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ト
マ
ル
シ
ェ
ン
農
民
団
を
も
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
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れ
ら
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
は
そ
の
領
域
内
で
、
フ
ォ
…
ク
タ
イ
を
自
治
的
な
権
能

と
し
、
こ
れ
を
基
軸
に
公
法
的
、
国
家
的
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
的
諸
機
能
を
担

い
得
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
政
治
的
機
能
の
拡
大
と
定
着
は
、
そ
れ
ら

が
帝
国
直
属
資
格
を
得
ぬ
か
ぎ
り
、
領
邦
内
で
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
ラ
ソ
ト
シ

ュ
テ
ソ
デ
へ
の
参
加
と
し
て
結
実
し
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
次
に
、

シ
ュ
テ
ン
デ
を
通
じ
て
、
　
「
臣
民
」
の
能
動
的
な
政
治
史
の
過
程
を
考
察
す

る
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
　
領
邦
国
家
次
元
に
お
け
る
「
臣
民
」
の
政
治
的
代
表
制
と

　
　
　
し
て
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト

　
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
い
う
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
と
は
、
彼
の
主
著
ぴ
9
コ
締
。
げ
p
津
Φ
旨

帥
雲
叢
津
魯
国
鼠
。
戸
図
柄
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
支
配
領
域
（
ヘ
ル
シ
ャ

フ
ト
）
に
お
け
る
ゲ
ノ
ッ
セ
ソ
シ
ャ
ブ
ト
的
、
社
団
（
コ
ル
ポ
ラ
チ
オ
ソ
）

的
に
組
織
さ
れ
た
「
臣
民
」
団
体
で
あ
る
。
し
か
し
史
料
的
に
は
テ
ィ
ロ
ル

の
如
く
貴
族
を
含
む
ラ
ン
ト
シ
噂
一
テ
ソ
デ
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、

本
書
で
も
厳
密
な
区
別
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ブ
ル
ソ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
ラ

ン
ト
身
分
資
格
を
有
し
た
の
は
「
家
」
を
厨
有
す
る
ラ
ン
ト
住
民
で
あ
っ
た
。

ブ
ル
ソ
ナ
ー
は
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
直
属
の
都
市
が
身
分
資
格
を
加
得
た
の
は
、

そ
の
直
轄
領
的
支
配
を
脱
し
、
貴
族
の
「
家
」
に
近
い
機
能
を
具
え
る
に
至

っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
る
が
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
こ
の
説
明
に
は
無
理
が
あ
る
と

し
た
。
M
ー
ミ
ッ
テ
ラ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ト
身
分
資
格
の
条
件
は
、

ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
へ
の
薩
属
性
と
自
立
的
な
支
配
の
諸
権
限
寓
⑦
旨
ω
o
び
⇔
星
空

器
。
馨
①
で
あ
り
、
後
者
は
家
原
理
と
は
関
係
な
く
、
自
治
的
な
都
斎
・
村
落

ゲ
マ
イ
ソ
デ
に
よ
っ
て
集
団
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
述
べ

る
。
こ
の
指
摘
は
ブ
リ
ヅ
ク
レ
に
と
っ
て
、
　
「
国
家
的
機
能
を
担
う
ゲ
マ
イ

ン
デ
」
を
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の
一
要
件
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

〈
テ
ィ
ワ
ル
の
タ
イ
プ
〉
　
続
い
て
ブ
リ
ヅ
ク
レ
は
農
民
的
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ

ト
形
成
を
二
類
型
に
大
別
し
て
考
察
す
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
貴
族
身
分
を

中
心
と
し
た
法
制
的
、
社
会
学
的
身
分
概
念
（
M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
）
は
有
効

で
は
な
い
。
テ
ィ
ロ
ル
で
は
、
ラ
ン
ト
議
会
に
相
当
す
る
の
は
う
ソ
デ
ス
ヘ

ル
の
顧
問
会
議
と
宮
廷
裁
判
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
費
族
、
都
市
と
マ
ル
ク

ト
に
続
い
て
、
一
四
世
紀
前
半
に
は
修
道
院
、
及
び
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
直
属
の

裁
判
共
同
体
観
ラ
ソ
ト
ゲ
リ
ヒ
ト
を
単
位
と
し
た
擬
民
団
体
が
加
わ
っ
た
。

こ
の
四
身
分
は
、
ラ
ン
ト
議
会
に
て
等
し
い
議
席
数
を
占
め
た
。
ラ
ソ
ト
ゲ

リ
ヒ
ト
は
そ
れ
自
体
、
地
域
的
ゲ
マ
イ
ソ
デ
で
あ
り
、
そ
の
代
表
老
は
、
ラ

ン
ト
議
会
に
様
々
な
苦
情
を
提
出
す
る
と
同
時
に
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
の
諸
要

求
を
ラ
ソ
ト
ゲ
リ
ヒ
ト
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
し
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
ィ
胃
ル

に
お
け
る
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の
国
家
的
機
能
は
、
以
下
の
例

で
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
、
即
ち
、
一
四
〇
四
i
八
九
年
の
農
業
制
度
、
都
市

経
済
、
裁
判
制
度
に
関
す
る
四
つ
の
部
分
ラ
ン
ト
法
令
は
、
何
れ
も
都
市
と

農
民
の
苦
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
農
民
戦
争
中
の
メ
ラ
ソ
・
イ
ン
ス

ブ
ル
ッ
ク
九
六
箇
条
苦
情
書
と
一
五
二
六
年
の
ラ
ン
ト
法
令
の
内
容
的
関
連

も
ま
た
錫
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
貴
族
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
如
き
ゲ
マ

イ
ソ
デ
の
政
治
的
機
能
は
、
ラ
ン
ト
防
衛
の
た
め
の
軍
役
負
担
と
租
税
分
撮

に
も
現
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
総
じ
て
農
民
の
主
体
的
努
力
（
蜂
起
、

苦
情
）
の
成
果
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ザ
ル
ツ
ブ

ル
ク
大
司
数
寄
の
農
民
ゲ
マ
イ
ソ
デ
（
ゲ
リ
ヒ
ト
）
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
が

一
四
六
二
年
の
課
税
問
題
を
契
機
と
す
る
蜂
起
と
、
そ
し
て
バ
ー
デ
ソ
辺
境
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評書

伯
領
の
揚
合
は
一
五
一
四
年
の
「
貧
し
き
コ
ン
ラ
ー
ト
運
動
」
と
結
び
つ
く

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
ケ
ソ
プ
テ
ソ
の
タ
イ
プ
〉
　
ケ
ソ
プ
テ
ソ
修
道
院
領
に
お
け
る
農
罠
ラ
ン

ト
シ
ャ
フ
ト
の
起
点
は
、
修
道
院
側
の
体
僕
政
策
に
対
す
る
一
四
九
一
年
の

農
属
蜂
起
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
農
民
は
、
代
表
制
議
会
の
獲
得
を
め
ざ

し
た
。
農
民
の
闘
い
は
翌
年
の
挫
折
後
も
続
け
ら
れ
、
農
民
戦
争
に
入
っ
た

一
五
二
五
年
・
、
メ
ミ
ソ
ゲ
ソ
協
定
の
締
結
を
み
た
。
こ
れ
を
契
機
に
農
民
代

表
制
1
ー
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
が
形
成
さ
れ
、
身
分
問
題
、
土
地
保
有
条
件
、
税

制
等
の
問
題
は
農
民
側
に
有
利
に
決
定
さ
れ
た
の
み
か
、
そ
の
変
更
は
ラ
ン

ト
シ
ャ
フ
ト
の
合
意
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
修

道
院
側
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
抑
圧
、
排
除
の
企
て
は
、
農
民
蜂
起
と
帝
国
宮

廷
顧
聞
会
議
の
農
民
支
持
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
〇
論
戦
爾
後
、

修
道
続
の
帝
国
税
に
関
す
る
巨
額
負
債
の
処
理
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
た

農
民
の
銀
行
的
な
財
務
組
織
い
隷
房
。
げ
ρ
津
。
。
障
霧
。
。
①
は
、
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト

の
制
度
的
核
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ケ
ソ
プ
テ
ソ
の
ラ
ン

ト
シ
ャ
フ
ト
の
特
色
は
、
農
民
の
み
か
ら
な
る
と
い
う
社
会
的
＝
兀
性
、
及

び
農
業
制
度
と
財
政
に
お
け
る
き
わ
だ
っ
た
機
能
に
あ
る
。
こ
う
し
た
タ
イ

プ
は
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
農
民
戦
争
期
に
か
け
て
の
、
封
建
反
動
を
横
粁

と
し
た
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
よ
る
一
領
邦
形
成
過
程
で
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、
農
業
制
度
の
改
悪
（
体
僕
制
導
入
等
）
阻

止
が
農
民
の
主
要
な
動
機
を
な
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
農
制
上
の
協
定
が

畏
民
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
設
立
証
書
た
る
意
味
を
有
し
た
。

　
以
上
二
つ
の
タ
イ
プ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
臣
民
」
が
ラ
ソ
ト
シ
ャ
ブ

ト
を
な
す
条
件
は
、
ラ
ソ
デ
ス
ヘ
ル
へ
の
颪
属
と
能
動
的
な
政
治
的
機
能
で

あ
り
、
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
　
「
臣
民
」
は
家
父
と
し
て
ゲ
マ
イ
ソ
デ
内
の

政
治
資
格
を
有
し
た
場
合
の
み
、
領
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
政
治
的
代
表
制
罰
ラ

ン
ト
シ
ャ
フ
ト
へ
と
到
達
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
時
代
的
推
移
の
中
で
み
れ
ば
、
一
三
〇
〇
－
五
〇
〇
年
が
シ
ェ
テ
ン
デ
の

制
度
的
強
化
と
政
治
的
意
義
の
増
大
の
時
期
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
六
五
〇

一
八
○
○
年
は
領
邦
絶
対
主
義
の
下
で
の
シ
ュ
テ
ソ
デ
の
漸
次
的
な
機
能
喪

失
と
組
織
的
解
体
、
と
り
わ
け
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
シ
ュ
テ
ソ
デ
か
ら
の
排
除
が

進
む
蒔
期
で
あ
る
。
し
か
し
風
趣
西
部
、
と
り
わ
け
小
邦
で
は
一
元
的
な
臣

民
団
体
q
三
震
貯
コ
Φ
器
。
び
節
詮
の
形
成
が
早
く
（
ケ
ソ
プ
テ
ソ
の
例
）
、
大

邦
内
の
貴
族
と
都
市
の
対
立
の
如
き
内
的
分
裂
が
少
な
か
っ
た
故
に
、
む
し

ろ
農
民
の
ラ
ン
ト
身
分
資
格
も
よ
く
維
持
さ
れ
た
。
結
局
、
西
部
諸
邦
に
特

徴
的
な
「
臣
民
」
の
政
治
代
表
制
は
、
こ
の
地
方
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
政
治
的
、

国
象
的
機
能
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ク

レ
は
こ
の
よ
う
な
国
家
構
造
の
原
理
は
、
一
九
世
紀
以
降
の
歴
史
、
政
治
学

者
よ
り
も
旧
身
分
社
会
の
同
時
代
人
に
よ
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
、
隠
家

を
シ
ュ
テ
ソ
デ
主
権
に
も
と
つ
く
、
政
治
的
単
位
の
自
発
的
な
結
合
体
。
o
学

の
0
9
。
夢
ω
と
考
え
た
一
六
世
紀
後
半
～
一
七
世
紀
初
の
法
学
者
J
・
ア
ル
ト

ゥ
ジ
ウ
ス
を
紹
介
し
て
い
る
。

第
三
章
　
政
治
的
統
合
へ
の
試
み
と
し
て
の
叛
乱

　
約
二
五
〇
の
都
市
飯
乱
と
一
二
〇
の
農
民
叛
乱
と
い
う
数
宇
に
よ
っ
て
、

旧
帝
国
の
民
衆
叛
乱
は
他
国
の
そ
れ
か
ら
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う

な
農
民
闘
争
と
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
形
成
の
因
果
関
連
を
お
も
え
ば
、
こ
う
し

た
叛
乱
男
。
＜
o
搾
ρ
幻
①
げ
Φ
｝
躍
。
ロ
を
、
　
革
新
性
、
　
イ
ー
ア
華
壇
ギ
ー
性
を
欠
く

非
合
理
的
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
見
倣
す
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
ブ
リ

ッ
ク
ン
は
P
・
ビ
ー
ル
ブ
ラ
ウ
ア
が
作
成
し
た
農
民
闘
争
の
展
開
過
程
モ
デ
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ル
に
依
り
っ
つ
、
こ
の
過
程
を
貫
く
明
確
な
農
民
の
政
治
意
識
を
強
調
す
る
。

W
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
後
続
世
代
の
た
め
に
異
常
な
重
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
も
負
う
と
い
う
、
農
民
の
「
未
来
に
む
け
ら
れ
た
法
意
識
」
が
存
在
し
た
。

　
農
民
叛
乱
は
、
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
ダ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
対

す
る
も
の
と
、
租
税
叛
乱
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
帝
国
西
部
、
西
南
部
に

屡
々
み
ら
れ
た
農
業
危
機
へ
の
領
主
的
対
応
と
し
て
の
体
僕
制
強
化
に
対
す

る
反
発
を
契
機
と
す
る
。
そ
こ
に
現
わ
れ
た
自
由
世
襲
保
有
、
移
動
の
自
由

の
確
保
要
求
は
、
体
心
原
理
に
対
す
る
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
－
労
働
と
そ
の

成
果
に
対
す
る
農
民
自
身
の
自
由
な
処
置
権
に
基
づ
く
一
の
対
置
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
体
僕
制
強
化
が
西
南
ド
イ
ツ
の
聖
界
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
に
と
っ
て
小
領

邦
形
成
へ
の
手
段
を
な
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
農
民
叛
乱
は
、
農

業
構
造
の
み
な
ら
ず
、
全
体
的
な
支
配
構
造
1
1
国
制
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
前
述
の
ケ
ン
プ
テ
ソ
修
道
院
頷
等
の
例
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
他
、
エ
ル
ベ
以
東
に
お
い
て
も
、
一
八
世
紀
に
度
々
顕
在
化
し
た
農
民

の
不
満
が
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
の
農
民
保
護
政
策
、
さ
ら
に
後
の
農
民
解
放
に
結

び
つ
い
た
よ
う
に
、
農
民
運
動
は
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
に
結
実
し
な
か
っ
た
地

方
で
も
、
支
配
構
造
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
。

　
租
税
叛
乱
は
初
期
近
代
墨
家
と
し
て
の
図
無
の
形
成
、
発
展
期
に
の
み
み

ら
れ
、
現
実
に
は
二
重
制
度
、
立
法
の
一
元
化
へ
の
反
抗
を
含
む
、
総
じ
て

領
邦
国
家
へ
の
叛
乱
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
現
わ
れ
る
要
求

は
、
課
税
同
意
権
の
み
な
ら
ず
、
税
の
使
用
方
法
の
決
定
機
関
へ
の
代
表
制

を
含
ん
だ
。
獺
ち
租
税
叛
乱
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
農
民
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ

ト
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
や
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル
ク
に
お

け
る
農
民
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
獲
得
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
租
税
叛
乱
の

性
格
を
証
言
す
る
例
で
あ
り
、
ま
た
逆
に
高
堂
の
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
が
既
に

保
証
さ
れ
て
い
た
領
邦
で
は
、
租
税
叛
乱
は
生
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
二
つ
の
タ
イ
プ
を
通
じ
て
確
認
し
得
る
の
は
、
面
子
叛
乱
は
各
々
の

地
域
、
時
代
の
、
畏
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
政
治
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
根
本
的
な
価
値
、
規
範
体
系
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
「
都
市
叛
乱
ω
畠
鼻
お
く
。
犀
。
」
を
、
構
成
員
一
－
象
父
の
政

治
的
平
等
性
と
い
う
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
貫
徹
を
め
ざ
す
、
都
市
当
局
に
対

す
る
蜂
起
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
か
か
る
都
市
内
叛
乱
が
、

帝
国
都
市
の
如
き
国
家
的
性
格
を
有
し
た
自
立
的
都
市
で
典
型
的
に
み
ら
れ

た
の
に
対
し
、
政
治
的
自
立
心
の
低
い
領
邦
都
市
で
は
少
な
か
っ
た
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。

第
四
章
　
「
臣
民
」
と
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト

　
　
　
の
時
代
区
分
の
試
み

「
下
か
ら
」
の
ド
イ
ツ
史

　
章
題
に
示
さ
れ
た
こ
の
試
み
は
、
従
来
の
、
農
民
の
役
割
を
一
顧
だ
に
し

な
か
っ
た
時
代
区
分
、
暗
代
概
念
を
修
正
乃
至
は
補
完
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
本
書
で
扱
っ
た
一
三
〇
〇
一
八
○
○
年
を
、
　
（
地

方
）
宙
治
主
義
或
い
は
自
治
共
同
体
主
義
課
。
巳
白
§
巴
照
日
島
と
い
う
概

念
で
一
播
し
得
る
ま
と
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
三
〇
〇
年
以
前

は
、
純
粋
に
農
業
的
な
社
会
、
他
律
的
な
労
働
、
大
多
数
の
人
間
の
政
治
的

未
熟
と
集
団
的
隷
属
を
、
そ
し
て
｝
八
○
○
年
以
降
は
社
会
の
工
業
化
、
経

済
的
、
政
治
的
行
為
の
主
体
と
し
て
の
個
人
の
自
由
を
本
質
と
し
た
。
こ
れ

に
対
し
自
治
主
義
の
時
代
に
は
、
相
対
的
、
機
能
約
な
自
由
、
家
族
経
営
を

基
盤
と
す
る
自
立
的
労
働
、
家
父
の
政
治
的
資
格
が
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
通
じ

て
保
証
さ
れ
た
。
即
ち
そ
の
本
質
に
お
い
て
「
下
か
ら
」
性
格
づ
け
ら
れ
る
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評

時
代
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
自
治
主
義
を
、
樹
建
制
、
資
本

主
義
、
絶
対
主
義
と
同
等
の
有
効
性
を
も
つ
時
代
区
分
上
の
概
念
と
し
て
提

示
す
る
。

　
自
治
主
義
の
時
代
の
う
ち
㎝
三
〇
〇
1
一
五
五
〇
年
は
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の

結
合
に
よ
る
国
家
形
成
の
試
み
と
失
敗
の
繰
り
返
し
の
時
期
で
あ
り
、
ブ
リ

ッ
ク
レ
は
こ
の
よ
う
な
自
治
的
・
同
盟
的
一
8
B
日
琶
鉱
む
言
Ω
溢
。
げ
。
国
家

モ
デ
ル
は
、
帝
国
、
諸
邦
と
並
ぶ
第
三
の
道
の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え

た
。
ス
イ
ス
誓
約
周
盟
が
こ
の
モ
デ
ル
に
最
も
近
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
＝
一
八
三
年
に
教
区
連
合
の
形
態
を
も
っ
て
成
立
し
た
デ
ィ
ト
マ
ル
シ

ェ
ソ
は
や
が
て
上
級
裁
判
権
、
法
制
定
権
を
我
が
も
の
と
し
、
一
五
世
紀
に

は
帝
国
直
属
性
を
得
、
ラ
ン
ト
法
を
定
め
た
。
そ
の
歴
史
は
一
五
五
八
年
の

ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
伯
に
対
す
る
敗
北
ま
で
続
く
。
前
述
の
湖
畔
同
盟
も
、
短

命
で
は
あ
っ
た
が
、
　
一
時
は
ボ
…
デ
ン
湖
～
ラ
イ
ン
換
谷
の
殆
ど
全
て
の
都

市
と
村
落
を
含
む
政
治
団
体
を
な
し
た
。
さ
ら
に
農
民
戦
争
は
、
ゲ
マ
イ
ソ

デ
を
基
礎
と
し
た
自
治
的
原
理
を
国
家
的
組
織
た
ら
し
め
ん
と
す
る
運
動
の

頂
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
都
市
と
村
落
が
結
合
し
た
濃
民
団
国
四
六

融
昌
の
さ
ら
な
る
結
合
に
よ
っ
て
成
立
し
た
い
く
つ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
同
盟

は
、
帝
国
内
の
国
家
的
、
政
治
的
団
体
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
り
、
都
市
と
村

落
か
ら
選
ば
れ
た
農
民
団
の
指
導
者
は
、
諸
侯
支
配
に
か
わ
る
政
治
的
権
能

を
行
使
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
団
体
同
盟
的
国
家
へ
の
傾
向
は
、
同
時
代
の
文
学
、
政

治
理
論
、
神
学
の
中
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
中
世
宋
期
か
ら
現
わ
れ
る
様

々
な
帝
国
改
革
文
書
に
お
い
て
、
都
市
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
　
「
上
ラ
イ
ン
の
革
命
象
」
は
一
般
人
の
革
命
に
よ
る
帝
国
の
改

造
を
説
く
。
　
「
ド
イ
ツ
国
民
の
欲
求
」
な
る
文
書
は
、
都
市
と
農
村
を
中
心

と
し
た
帝
国
の
裁
判
制
度
の
構
想
を
述
べ
る
。

　
初
期
ル
タ
ー
に
み
ら
れ
る
、
全
信
徒
の
平
等
と
、
信
者
の
集
会
、
ゲ
マ
イ

ソ
デ
の
信
仰
上
の
問
題
に
関
す
る
自
主
決
定
権
の
承
認
を
も
っ
て
、
ブ
リ
ッ

ク
レ
は
こ
う
し
た
ル
タ
ー
の
教
説
を
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
最
も
適
切
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
根
拠
づ
け
を
な
す
も
の
と
し
、
ま
た
そ
れ
自
体
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
歴
史
的
認
識
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
同
時
代
人
の
意
識
の
中
で
ル
タ
ー
説
が
、
中
世
後
期
以
来
輪
郭

を
整
え
て
き
た
ゲ
マ
イ
ソ
デ
同
盟
的
国
家
モ
デ
ル
の
神
学
的
根
拠
づ
け
を
な

し
た
と
き
、
そ
れ
は
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
固
有
の
政
治
的
、
自
治
的
志
向
性

を
コ
般
人
の
革
命
」
図
Φ
＜
o
ぎ
餓
。
⇔
α
①
ω
○
Φ
日
①
営
鼻
下
巴
β
Φ
ω
（
農
民
戦

争
）
へ
と
導
い
て
ゆ
く
。
し
か
し
結
果
と
し
て
農
民
戦
争
が
、
初
期
ル
タ
ー

の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
的
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
、
同
じ
く
ル
タ
…
の
著
し
く
保
守
的
な

俗
的
統
治
論
に
支
え
ら
れ
た
領
邦
教
会
制
に
彫
る
道
を
拓
い
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

　
さ
て
ル
タ
ー
主
義
が
、
強
力
な
貴
族
支
配
の
下
で
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
の
定

着
が
弱
か
っ
た
帝
国
東
部
に
浸
透
し
た
こ
と
を
重
視
す
る
ブ
リ
ヅ
ク
レ
は
、

こ
の
地
域
の
再
封
建
化
は
ル
タ
ー
主
義
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
断
言
す

る
。
　
「
神
に
由
来
す
る
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
」
論
は
、
発
展
す
る
諸
侯
権
力

を
基
礎
づ
け
、
グ
ル
ン
ト
う
ル
、
ダ
ー
ツ
ヘ
ル
の
支
配
者
と
し
て
の
自
己
意

識
を
強
化
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
東
部
の
騎
士
領
に
お
け
る
大
規
模
な
農

民
追
放
と
、
土
地
緊
縛
・
ゲ
ジ
ン
デ
強
制
を
通
じ
て
の
ダ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ

ト
の
強
固
化
は
、
従
来
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
一
七
・
八
世
紀
で
は
な
く
、
一

六
世
紀
後
半
と
い
う
宗
教
改
革
に
続
く
時
期
の
現
象
な
の
で
あ
る
。

　
三
〇
年
戦
争
期
ま
で
は
、
上
ド
イ
ツ
、
ナ
ー
ス
ト
リ
ア
の
農
昆
蜂
起
に
み

ら
れ
る
如
く
、
自
治
主
義
的
原
理
は
封
建
的
原
理
に
対
抗
す
る
力
を
完
全
に
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失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
後
、
貴
族
と
「
市
民
」
の
隔
た
り
を
強
化

し
、
「
臣
民
」
概
念
に
軽
蔑
的
意
味
を
付
舶
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
主
と
し

て
大
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
、
グ
…
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
が
擾
勢
な
地
方
で

一
六
七
〇
一
一
七
五
〇
年
に
隆
盛
を
み
た
家
父
の
書
国
p
蛋
q
。
＜
鋒
霞
藻
Φ
H
三
舞

は
、
同
時
期
の
貴
族
支
配
の
イ
デ
オ
照
雨
…
的
表
現
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で

理
念
化
さ
れ
た
社
会
的
、
経
済
酌
、
政
治
的
単
位
と
し
て
の
「
全
き
家
」
の

長
た
る
家
父
は
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
；
の
社
会
倫
理
教
説
に
お

け
る
家
父
閏
勲
ヨ
駅
Φ
⇒
く
鉾
2
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
父
の
書
の
著

表
は
屡
々
、
福
音
派
牧
師
で
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
一
七
世
紀
後

半
以
降
、
ド
イ
ツ
の
「
臣
民
」
が
政
治
生
活
か
ら
排
除
さ
れ
、
劣
格
的
存
在

へ
の
道
を
歩
む
過
程
は
、
ド
イ
ツ
民
族
が
自
意
識
を
喪
失
し
、
西
方
諸
国
の

宮
廷
文
化
が
無
批
判
に
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
時
期
で
も
あ
っ
た
。

結
語
　
ド
イ
ツ
の
「
臣
民
」
一
ひ
と
つ
の
矛
盾

　
従
来
の
、
外
交
、
理
念
、
人
格
を
重
視
す
る
伝
統
史
学
が
「
臣
民
」
を
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
把
握
し
得
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

最
近
ま
で
の
中
・
近
世
の
社
会
史
研
究
も
、
下
層
民
研
究
Q
葺
震
ω
。
ぼ
。
洋
Φ
㌣

h
o
諾
。
ぎ
5
σ
q
の
枠
組
の
中
で
の
み
「
臣
民
」
を
視
野
に
入
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
は
せ
い
ぜ
い
、
階
層
分
化
と
社
会
的
流
動
性
が
聞
題
と
さ
れ
た
の
み

で
、
社
会
的
下
層
民
の
政
治
的
意
義
を
問
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
本
章
題
に
よ
っ
て
、
ド
イ

ツ
史
に
お
け
る
「
臣
罠
」
原
理
と
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
原
理
の
弁
証
法
的
プ

ロ
セ
ス
を
示
そ
う
と
し
た
。
今
一
度
繰
り
返
せ
ば
、
　
「
臣
民
」
の
原
理
と
は

ゲ
マ
イ
ソ
デ
を
基
盤
と
し
た
自
治
主
義
の
原
理
で
あ
り
、
水
平
な
人
的
結
合

と
相
対
的
に
自
由
な
労
働
制
度
（
労
働
過
程
と
生
産
物
の
処
盤
に
関
す
る
）

を
内
容
と
す
る
。
オ
；
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
原
理
鴇
封
建
的
原
理
と
は
こ
れ
ら

の
裏
返
し
で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
こ
の
両
原
理
の
弁
証
法
的
プ
ロ
セ
ス
を
、

政
治
史
、
国
家
史
と
し
て
、
一
五
五
〇
年
ご
ろ
を
境
と
し
た
時
代
的
変
化
及

び
、
帝
国
東
部
と
西
部
の
差
異
と
い
う
空
間
的
対
比
を
ふ
ま
え
て
概
観
し
て

き
た
。
　
一
八
世
紀
以
来
「
臣
民
」
の
語
に
、
隷
属
根
性
・
責
任
回
避
な
ど
の

否
定
的
な
意
味
を
負
わ
せ
て
き
た
の
は
、
彼
ら
の
、
権
力
国
家
、
オ
ー
ブ
リ

ヒ
カ
イ
ト
と
の
き
び
し
い
対
立
と
闘
い
の
最
終
的
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
少
な

く
と
も
本
書
が
対
象
と
し
た
勝
代
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
の
臣
民
は
そ
の
意
味

で
の
「
臣
民
」
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
本
章
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
、
小
著
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
書
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
た

の
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
本
影
が
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
こ
れ
ま
で
の
、
そ
れ

自
体
刺
激
的
な
個
別
研
究
の
成
果
を
凝
集
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
史

叙
述
の
視
点
の
新
し
さ
、
構
想
の
大
き
さ
と
、
概
念
・
仮
説
・
モ
デ
ル
を
文

字
通
り
縦
横
に
駆
使
し
た
鋭
角
的
分
析
に
、
従
来
の
ド
イ
ツ
史
研
究
書
に
な

い
魅
力
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
評
者
の
動
機
は
何
よ

り
も
ま
ず
、
か
か
る
研
究
書
が
西
ド
イ
ツ
学
界
に
お
い
て
も
現
わ
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
い
と
い
う
一
点
に
つ
き
る
。
し
か
し
書
評
の
本
来
の
貴
の
一
端

を
も
果
た
す
べ
く
、
以
下
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、

問
題
提
起
を
目
的
と
す
る
本
書
に
対
し
て
は
、
記
述
の
個
別
的
、
実
証
的
吟

味
よ
り
も
、
そ
の
方
法
・
論
理
・
視
点
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
論
評
が
有

益
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
き
た
い
。

　
本
書
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
下
部
構
造
と
も
い
う
べ
き
「
臣
民
」
の
歴
史

を
論
じ
な
が
ら
、
こ
れ
を
政
治
史
・
国
家
史
と
結
合
ざ
せ
（
両
者
の
弁
証
法
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的
関
係
）
、
さ
ら
に
文
化
現
象
を
も
そ
の
枠
内
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
全

体
構
造
史
的
方
法
に
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
常
に
政
治
史
酌
過
程
と
関

連
さ
せ
つ
つ
社
会
構
造
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
、
最
近
の
近
現
代
史
研
究
を

中
心
と
し
た
西
ド
イ
ツ
の
社
会
史
派
の
動
向
と
軌
を
一
に
す
る
。
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
そ
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
戦
前
後
を
通
じ
て
殆

ど
そ
の
方
法
と
対
象
の
変
化
を
み
な
か
っ
た
ま
ま
の
ド
イ
ツ
の
前
近
代
史
研

究
の
分
野
に
、
か
か
る
冠
し
い
動
向
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
か
ぎ

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
的
権
力
を
占
有
し
た
国
家
範
麟
と
私
曲
経
済
社
会

た
る
市
民
社
会
の
分
離
を
前
提
と
し
た
｛
九
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
政
治
史

と
、
両
老
の
未
分
化
な
前
近
代
の
政
治
史
を
同
日
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
自
明
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
い
う
一
般
人
の
、
そ
し

て
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
「
政
治
的
」
機
能
と
は
、
ラ
ン
ト
議
会
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
、

従
っ
て
近
代
的
意
味
で
の
そ
れ
に
近
い
も
の
と
、
0
・
ブ
ル
ソ
ナ
ー
が
、
ヨ

ー
μ
ヅ
パ
前
近
代
に
お
い
て
は
全
て
の
人
煙
と
人
間
集
団
の
行
為
は
政
治
的

で
あ
っ
た
、
と
述
べ
る
意
味
に
お
け
る
広
義
の
政
治
的
機
能
（
と
り
わ
け
ゲ

マ
イ
ン
デ
内
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
）
の
双
方
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
従
来
分
離
し
て
、
乃
至
は
後
者
に
限
定
し
て
考
察
さ

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
双
方
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
政
治
酌
機
能
を
統
一
的

に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
形
成
に
積
極
酌
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
一
般
人

1
1
「
臣
罠
」
の
能
動
的
な
政
治
史
の
過
程
を
把
握
し
患
え
た
こ
と
を
、
ブ
リ

ッ
ク
レ
の
業
績
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
点
に
お
い
て

ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
ブ
ル
ソ
ナ
ー
の
ラ
ン
ト
構
造
論
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
も
、

そ
の
静
態
的
な
政
治
構
造
史
の
限
界
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
今
ひ
と
つ
の
本
書
の
特
色
は
、
留
置
題
が
示
す
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
基

軸
的
概
念
を
用
い
た
明
確
な
パ
ラ
デ
ィ
グ
マ
（
「
臣
髭
」
匪
家
父
↓
ゲ
マ
イ

ソ
デ
↓
R
叛
乱
》
↓
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
↓
国
家
）
の
設
定
に
あ
る
。
こ
れ
は

ブ
リ
ッ
ク
レ
が
前
が
き
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
下
か
ら
の
」
ド
イ
ツ
史

像
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
を
モ
デ
ル
的
単
純
化
、
そ
し
て
多
様
化
で
な
く
一
般
化

に
よ
っ
て
提
示
し
よ
う
と
い
う
本
書
の
目
的
か
ら
す
れ
ぽ
、
疑
い
も
な
く
メ

リ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
本
書
の
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ

が
、
　
「
臣
民
」
と
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト
の
原
理
の
弁
証
法
的
過
程
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
た
こ
と
と
照
合
す
る
と
き
、
右
記
の
パ
ラ
デ
ィ
グ
マ
に
内
在
す
る

問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
一
三
〇
〇
一
八
○
○
年
の
五
〇
〇
年
間
を
、

固
定
化
さ
れ
た
「
臣
民
」
ー
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
原
理
と
、
オ
ー
ブ
リ
ヒ
カ
イ
ト

の
封
建
的
原
理
の
対
抗
と
い
う
シ
ェ
…
マ
で
通
観
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う

か
。
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
ヴ
ィ
リ
カ
チ
オ
ン
解
体
に
と
も
な
う
村
落
ゲ
マ
イ
ン
デ

の
成
立
を
、
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
秩
序
の
根
本
的
変
化
を
も
た
ら
す

も
の
と
述
べ
、
そ
の
内
的
構
造
原
理
を
説
明
し
た
後
、
こ
の
状
態
を
い
わ
ば

五
〇
〇
年
間
凍
結
す
る
。
そ
の
結
果
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
支
配
権
力
は
各
々
、

独
自
の
原
理
に
基
づ
く
自
立
的
運
動
体
と
な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
「
臣
民
」

の
政
治
的
・
国
家
的
機
能
と
は
、
各
地
域
の
主
要
な
封
建
支
配
シ
ス
テ
ム
の

権
力
政
策
に
対
す
る
、
不
変
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
臼
己
貫
徹
の
努
力
過
程

と
し
て
し
か
把
握
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
現
実
に
は
、
中
世
後
期
以
降
の
国
家
権
力
の
形
成
錘
体
、

農
民
・
市
民
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
形
成
と
発
展
、
及
び
こ
う
し
た
現
象
を
坐
じ

さ
せ
る
社
会
経
済
酌
条
件
に
依
拠
し
て
い
た
。
ま
た
逆
に
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
い

う
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
政
治
的
、
国
家
的
機
能
は
、
当
該
地
域
の
権
力
編
成
の
過

程
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
二
つ
の
原
理
を
所
与
の
如
く
圃
定
化

す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
相
互
規
定
性
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
こ
そ
、

ブ
リ
ッ
ク
レ
の
い
う
弁
証
法
的
ヅ
ロ
セ
ス
の
把
握
に
近
づ
く
道
で
は
な
い
だ
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ろ
う
か
。
ま
た
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
何
故
、
両
原
理
の
対
抗
関
係
が

領
邦
国
象
の
枠
内
で
完
結
し
た
の
か
、
と
い
う
ド
イ
ツ
史
上
の
最
大
の
間
膜

が
視
野
に
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
臣
民
」
、
ゲ

マ
イ
ソ
デ
と
支
配
権
力
の
歴
史
過
程
を
全
て
不
断
の
絹
嘉
暦
定
性
に
解
消
す

る
こ
と
は
、
社
会
集
団
と
支
配
権
力
の
構
造
原
理
・
運
動
原
理
に
よ
っ
て
、

ド
イ
ツ
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
シ
ェ
；
マ
テ
ィ
シ
ェ
に
解
明
す
る
と
い
う
ブ

リ
ッ
ク
レ
の
目
約
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
失
わ
せ
る
危
険
を
も
と
も
な
う
。
し

か
し
少
な
く
と
も
ブ
リ
ッ
ク
レ
自
身
の
設
定
し
た
一
五
五
〇
年
、
一
六
五
〇

年
を
境
と
す
る
時
代
区
分
毎
に
、
有
記
の
視
点
か
ら
小
憩
を
加
え
た
な
ら
ば

有
益
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
旧
帝
国
内
で
は
制
度
化
さ
れ
た
全
て
の
政
治
資
格
が
身
分
と
結
合
し
た
形

で
の
み
実
現
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
領
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
「
臣
民
」
の
政
治
的

資
格
が
、
集
団
身
分
と
も
い
う
べ
き
ゲ
マ
イ
ソ
デ
ー
ラ
ソ
ト
シ
ャ
フ
ト
を
媒

介
と
し
て
の
み
達
成
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ゲ
マ
イ
ン
デ

を
、
　
「
臣
民
」
の
政
治
的
、
国
家
的
な
機
能
単
位
と
し
て
捉
え
た
ブ
リ
ッ
ク

レ
の
視
点
は
正
鵠
を
鮒
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
に
も
固
定

化
に
と
も
な
う
問
題
が
あ
る
。
象
父
の
平
等
性
と
い
う
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
構
造

原
理
は
ど
の
程
度
維
持
さ
れ
、
貫
徹
さ
れ
た
の
か
（
通
時
的
・
共
時
的
に
）
、

ゲ
マ
イ
ン
デ
内
の
、
或
い
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
枠
を
越
え
た
農
民
の
階
層
…
的
及

び
階
級
的
矛
盾
、
そ
れ
に
こ
う
し
た
矛
盾
を
利
用
し
た
支
配
権
力
に
よ
る
ゲ

マ
イ
ン
デ
の
「
取
り
込
み
」
が
考
察
に
入
っ
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
（
ブ

リ
ッ
ク
レ
自
身
が
批
判
し
た
「
下
層
民
研
究
」
の
重
要
性
）
、
等
々
の
批
判
は

実
証
次
元
に
属
す
も
の
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
入
る
こ
と
は
ひ

か
え
る
。
し
か
し
た
と
え
ば
、
農
民
戦
争
に
関
す
る
初
期
市
民
革
命
論
が
、

そ
の
有
効
性
自
体
は
さ
て
お
い
て
も
、
ブ
リ
ヅ
ク
レ
の
視
点
か
ら
は
お
よ
そ

議
論
の
対
象
と
さ
え
な
り
得
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
圃
定
化
さ
れ
た
政
治
構

造
原
理
的
把
握
の
問
題
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、

家
父
ー
ゲ
マ
イ
ソ
デ
ー
ラ
ソ
ト
シ
ャ
フ
ト
ー
圏
家
の
パ
ラ
デ
ィ
グ
マ
を
、
ブ

リ
ッ
ク
レ
自
身
、
一
三
〇
〇
－
八
○
○
年
の
身
分
翻
社
会
に
お
い
て
の
み
有

効
な
完
結
し
た
も
の
と
規
定
し
た
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
し
て
も
、

こ
の
パ
ラ
デ
ィ
グ
【
・
が
失
効
す
る
こ
の
時
期
以
降
の
社
会
と
国
家
の
構
造
へ

の
展
望
を
な
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
じ
問
題
性
を
指
摘
し
得

る
で
あ
ろ
う
。

　
や
や
立
入
っ
た
問
題
を
一
点
の
み
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
　
「
版
乱
」
の
章
に

て
ブ
リ
ッ
ク
レ
が
、
農
民
蜂
起
と
同
様
の
性
格
の
も
の
と
し
て
、
都
市
内
部

の
蜂
起
（
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
こ
れ
を
「
ツ
ン
フ
ト
闘
争
」
　
「
社
会
的
プ
ロ
テ
ス

ト
と
し
て
の
叛
乱
」
　
「
宗
教
改
革
特
需
の
叛
乱
」
コ
七
、
八
世
紀
の
蜂
起
」

の
四
種
類
に
分
類
す
る
）
の
み
を
と
り
あ
げ
た
の
は
当
を
得
て
い
な
い
。
勿

論
、
近
年
の
下
層
民
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
三
布
内
蜂
起
を
全
て
、

ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
の
貫
徹
を
鷺
的
と
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
自
体
疑
問
で

あ
る
が
、
農
民
叛
乱
の
場
合
と
同
じ
く
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
国
家
的
、
政
治
的

機
能
を
め
ぐ
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
そ
の
も
の
を
基
盤
と
し
た
闘
争
と
し
て
「
都
市

叛
乱
」
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
都
市
自
体
の
封
建
権
力
に
対
す
る
闘

争
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
都
布
共
同
体
形
成
期
の
闘
争
は
も
と
よ

り
、
中
世
後
期
の
様
々
な
都
市
同
盟
の
諸
侯
同
盟
と
の
闘
い
は
、
屡
々
、
帝

国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
圏
制
に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
墓
本
的
構
成
に
関
連
す
る
主
要
な
問
題
に
か
ぎ
っ
て
、
思

い
つ
く
ま
ま
を
述
べ
て
み
た
。
こ
の
他
、
ド
イ
ツ
の
再
製
黒
化
と
ル
タ
ー
主

義
の
関
連
性
、
小
領
邦
に
お
け
る
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
の
位
置
づ
け
、
農
民
戦

争
の
捉
え
方
な
ど
、
問
題
と
す
べ
き
点
は
多
々
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

150 （890）



は
む
し
ろ
、
ブ
リ
ッ
ク
レ
の
こ
れ
ま
で
公
に
さ
れ
た
個
別
的
研
究
書
を
対
象

に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
現
実
の
ド
イ
ツ
史
に
お

け
る
権
力
国
家
へ
の
道
に
対
し
て
、
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ゲ
マ
イ

ソ
デ
原
理
に
よ
る
新
し
い
秩
序
へ
の
道
（
第
三
の
道
）
を
対
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
史
を
「
下
か
ら
」
活
性
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
は
ブ

リ
ッ
ク
レ
自
身
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
理
念
が
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
こ
の
点
に
立
入
る
必
要
は
も
は
や
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
を
ひ
と
つ
の
契

機
と
し
て
、
前
近
代
の
構
造
的
な
國
家
史
研
究
に
関
す
る
実
り
豊
か
な
論
争

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

①
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